







































古都」（Hoi An Ancient town）という呼び方が一般的となっている。 
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は 229 種、山本［1961］は、自らハノイにおいて 1936 年に蒐集した 15 種、
末成［1995］は彼が北ベトナム滞在中に採集した 21 件とハノイ漢喃研究院
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5. ホイアン「明郷」の家譜  
筆者は、明郷会館で行われている毎年の主な祭祀である春祭に参加し寄付



















るとされている[末成 1995: 127]。21 族の中、現ベトナム語版の家譜を持っ
ているのは、3 族（蔡、張 B、枚）、漢語版だけの家譜を持っているのは、
黄Ａ、呉Ａ、陳Ａ、陳Ｂの 4 族である。また漢語版と現ベトナム語の翻訳版
とを両方とも持っているのは曽、李 A、王 A、王 B、呉 B、周、荘、黄 B、
尤、李 C という 10 族である。さらに既にあった漢語版の家譜に後から現ベ
トナム語で新しい情報など手書きで加筆されている家譜を持っているのは 2
族（許、葉）である。特別に最近編纂された家譜であるが、漢語と現ベトナ
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漢語版の家譜の殆どは 19 世紀前半から 20 世紀前半までの間、各族の 5～
6 代目の人々によって、編纂・再編纂されたことが分かった。具体的には 19
世紀の年代を持つ家譜は 8 件であり、その中に最も古いのが 1835 年に作成
された呉 B 族の家譜である。その後、20 世紀初頭から中葉まで編纂・再編
纂された家譜は 8 件であり、年代が最も遅かったのが 1959 年の葉族の族譜
である。漢語版の家譜が紛失し、又は以前に家譜がまだ作成されていなかっ
たため、20 世紀後半以降 1960 年から 2000 年までの間、現ベトナム語で新
しく家譜の編纂を行ったのは 5 族で、その中 1990 年代以降、編纂が完成さ
れたのは、楊族（1991）、李 B 族（1995）、枚族（1998）の 3 件である。
また、16 件の漢語版の家譜の中、10 件が漢語版から現ベトナム語に翻訳さ
れ、再編纂されているが、漢語版のままの形で残されている他の 4 件（陳 A






















































漢語版の家譜の殆どは 19 世紀前半から 20 世紀前半までの間、各族の 5～
6 代目の人々によって、編纂・再編纂されたことが分かった。具体的には 19
世紀の年代を持つ家譜は 8 件であり、その中に最も古いのが 1835 年に作成
された呉 B 族の家譜である。その後、20 世紀初頭から中葉まで編纂・再編
纂された家譜は 8 件であり、年代が最も遅かったのが 1959 年の葉族の族譜
である。漢語版の家譜が紛失し、又は以前に家譜がまだ作成されていなかっ
たため、20 世紀後半以降 1960 年から 2000 年までの間、現ベトナム語で新
しく家譜の編纂を行ったのは 5 族で、その中 1990 年代以降、編纂が完成さ
れたのは、楊族（1991）、李 B 族（1995）、枚族（1998）の 3 件である。
また、16 件の漢語版の家譜の中、10 件が漢語版から現ベトナム語に翻訳さ
れ、再編纂されているが、漢語版のままの形で残されている他の 4 件（陳 A


























































1990 年代前後から編纂された 4 件の家譜の中、世代数の多い家系は、張 B
族と楊族（11 世代）で、来越の歴史がまだ浅く世代数が少ないのは、枚族（8







家譜を確認した張 B 族の 6 代目（1911 年生）と 7 代目の（1934 年生）と
の 2 人は、1980 年から 1988 年まで、8 年間もかけて協力し合い、張 B 族の
家譜を編纂し続けていたことを張B族内の子孫たちが誰も知っていることで





















































1990 年代前後から編纂された 4 件の家譜の中、世代数の多い家系は、張 B
族と楊族（11 世代）で、来越の歴史がまだ浅く世代数が少ないのは、枚族（8







家譜を確認した張 B 族の 6 代目（1911 年生）と 7 代目の（1934 年生）と
の 2 人は、1980 年から 1988 年まで、8 年間もかけて協力し合い、張 B 族の
家譜を編纂し続けていたことを張B族内の子孫たちが誰も知っていることで



















































 ホイアン「明郷」の 21 件の家譜の中、現ベトナム語に翻訳されていない
６件（陳 A、陳 B、黄 A、呉 A、許、葉）を除き、漢語版から翻訳されてい
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19 世紀前半〜20 世紀前半に編纂・再編纂された漢語版の家譜 
21 件の家譜の中、漢語版の家譜の数は 16 件であるが、筆者が実際に実物
の原本の中身を見ることができ、写真撮影を許可され、複写版を入手出来た
のは、陳 A 族、陳 B 族、許族、王Ａ族、呉 A 族、呉Ｂ族、周族、荘族、黄









載する点である。13 件の中で 10 件の家譜の最初の部分に中国系起源が記載





ある。11 件の中に「大清」と書いてあるのは 6 件（呉 A 族、呉 B 族、黄 A







呉 B、葉、李 C の一部の家譜を見ていきたい。 
例えば、陳 A 族の家譜（1894 年再編纂）には「福建省泉州府同安縣安仁
里拾肆都澄營社」「始祖考 陳必聨 葬在大明國澄營社」と書かれているよ
うに、原籍を簡単に記載され、始祖の墓は大明国にあるとも書かれているが、





に話を聞くと陳 A 族は今日まで 15 世代を伝えていると言われている（参照
資料－写真 2）。 




呉 A 族の家譜（1908 年編纂）の一枚目にある起源の内容は、「大清國揚
州府龍溪縣拾八都鳴朝社流到大南國廣南省奠磐府會安庯明郷社。」と記載さ
れている。大南国という国名は、阮朝‐明命王 20 年（1839 年）から 1945
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る。家譜の再編纂を行った 7 代目が、王 A 族の祖先は明清交代期に当たる































































る。家譜の再編纂を行った 7 代目が、王 A 族の祖先は明清交代期に当たる







④以上分析してきた 10 件の家譜以外、そのような原籍の記載のない黄 B
族、陳 B 族と荘族の家譜について述べていきたい。この 3 件の家譜は、いず
れも一枚目のところに現居住地である明郷社という情報だけが記載されてい
る。荘族の家譜は、阮朝－成泰 4 年（1892 年）に 6 代目が家譜を編纂した。













てきた。19 世紀中葉から 20 世紀中葉まで一世紀年ほどの長い時間に 13 族
の漢語版の家譜が編纂・再編纂されていた。同じく「明郷」諸族といっても、
それぞれ「明郷社」在籍民となった経緯は多様である。現在において世代数








 蒐集出来た 13 件の漢語版の家譜の中で、現ベトナム語に翻訳されている




幾つかの内容が書き加えられているのは、許族 1 件の家譜である。この 7 件
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故郷で死去したという。李Ｂ族の家譜を書いた 4 代目の父は、20 世紀初頭に
明郷社の郷長として務めていた。現在の明郷会館に保管されている碑文にも
李 B 族の 3 代目の名前が刻まれているとのことである。 
最後に、漢語版から現ベトナム語に翻訳されている呉 B 族、荘族の 2 件の
家譜と、翻訳されていないが、子孫に伝承したいことを後から現ベトナム語






















家譜である。李 A と王 A 族の 2 件の家譜を例示する。 
李 A 族は、漢語版と現ベトナム語と両方の家譜を持っているが、筆者は、
上述のようにまだ漢語版を確認していない。1858 年に 5 代目が最初に漢語
版の家譜を編纂したが、その後次世代に加筆された。戦乱のため一時家譜の
記載が中断となったが、祠堂修復の機会である 1992 年に 9 代目が漢語版の
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No 族名 作年 再編纂年 家譜の言語 世代数 原籍 
1 呉Ｂ族 1832 1952         2010 漢語－現ベトナム語 14 世 福建省泉州府南安県 
2 陳Ａ族 1853 1894 漢語 15 世? 福建省泉州府同安県 
3 李Ａ族 1858 1992 漢語－現ベトナム語 12 世 福建省泉州府晋江県 
4 曽族 1865 1976 漢語－現ベトナム語 11 世 福建省泉州府同安県 
5 黄Ａ族 1875？   漢語 10 世 広東省広州府番禺県 




1896  1930？   
1988 漢語－現ベトナム語 11 世 福建省泉州府晋江県 
8 呉Ａ族 1908   漢語 10 世 福建省泉州府晋江県 
9 許族 1930   漢語－現ベトナム語混在 11 世 福建省漳州府詔安県 
10 尤族 
1933 
2000 漢語－現ベトナム語 6 世 潮州府澄海県 
11 黄Ｂ族 1935 1970 漢語－現ベトナム語 10 世 福建省泉州府晋江県 
12 周族 1936 1961 漢語－現ベトナム語 8 世 広東省広州府新会県 
13 陳Ｂ族 1941 1958 漢語 10 世 未確定 
14 王Ｂ族 19世紀後半？ 
1970 年
代？ 漢語－現ベトナム語 10世代 福建省三山県 
15 蔡Ａ族 1960   現ベトナム語 8 世 福建省泉州府晋江県 
16 張Ｂ族 1980 1988 現ベトナム語 11 世 福建省泉州府詔安県 
17 揚族 1991   漢語と現ベトナム語の併記 11 世 福建省泉州府晋江県 
18 李Ｂ族 1995   現ベトナム語 6 世 広東省潮州府澄海県 
19 枚族 1998   現ベトナム語 8 世 海南（伝承） 
20 李Ｃ族 未確定 1950 年？   1990 年代 漢語版－現ベトナム語 10 世 広東省広州府番禺県 













4. 蔡族の家譜                         5. 王 A族の家譜 (2)  
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